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  平成２９年２月１日付け上総第２９９号による諮問について、審査の結果、下記のとおり答

申します。 

 

記 

 第１ 審査会の結論 

   当該個人情報取扱事務は、個人情報の収集・及び外部提供について特に必要があるものと

認める。なお、個人情報の取り扱いに当たっては、上三川町個人情報保護条例の趣旨に則り、

本日示された上三川町有自動車ドライブレコーダーの管理運用に関する要綱のとおり適切に

運用されたい。 

 

 第２ 諮問事案の概要 

   実施機関が平成２９年２月１日付けで行った諮問「上三川町が管理する公用車へのドライ

ブレコーダー設置に伴う個人情報の本人以外からの収集及び外部提供について」について、

審査会に見解を求めるもの。実施機関は、職員の安全運転意識・運転マナー向上及び交通事

故や事件の発生時における原因究明並びに処理の迅速化を図るため、町有自動車にドライブ

レコーダーを順次設置していく方針である。その中で、不特定多数の通行人等を撮影し一定

期間撮影データを保存することは、条例第６条第３項第２項の個人情報の収集に関する制限

事項に抵触する恐れがあるため、条例第６条第３項第６号の規定によりこの諮問がなされた。

また、撮影した情報を事故等が発生した際にその状況・原因を明らかにするために、その当

事者や保険会社及び捜査機関にデータの外部提供が想定されている。これは条例第８条第１

項に規定する提供に関する制限事項に抵触するおそれがあると考えられるため、条例第８条

第１項第６号の規定により合わせて諮問となった。 

   

  

 


